男性職員の育児休業の承認手続きについて


１．男性職員の育児休業について
　　　男性職員も女性職員同様に当該子が3歳になるまで育児休業を取得できる。女性職員との違いは①子の出生直後から取得できる（女性職員は出産休暇後）②産後パパ育休を取得できる③夫婦ともに育休を取得する場合、1年を超えない範囲(母は出産日と産後休暇の期間を含む1年)で、子が1歳2か月に達する日まで、それぞれ育児休業手当金を請求できる（パパママ育休プラス）。

２．産後８週目までの育児休業（産後パパ育休）の承認手続き
1 教職員の育児休業について（内申）（人様式３４、人様式３５）
2 育児休業（延長）承認請求書（人様式３６）
3 住民票など親子関係や子の生年月日と名前が確認できる書類

事務所用・市町村教委用・学校控とも、上記①②③を一つに綴じる。
· 育児休業内申書は、育児休業開始の４０日前までに提出する。

産後パパ育休
　出生日から５７日までの期間に育児休業を開始し、かつ、終了した場合、　その後特別の事情がなくても２回まで育児休業を取得することができる制度。


３．産後パパ育休取得後の育児休業の承認手続き（通常の育児休業）
① 教職員の育児休業について（内申）（人様式３４、人様式３５）
② 育児休業（延長）承認請求書（人様式３６）
③ 住民票など親子関係や子の生年月日と名前が確認できる書類

事務所用・市町村教委用・学校控とも、上記①②③を一つに綴じる。
· [bookmark: _GoBack]育児休業内申書は、育児休業開始の４０日前までに提出する。


　（参考）
　パパママ育休プラス
夫婦ともに育休を取得する場合、1年を超えない範囲(母は出産日と産後休暇の期間を含む1年)で、子が1歳2か月に達する日まで、それぞれ育児休業手当金を請求できる
　　　出生　　　　　　８週　　　　　　　　　　　　　１歳　　１歳２か月　　　　　　３歳　
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